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	開催地
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	参加目的：

我々が発見した重い電子系Yb化合物超伝導体-YbAlB4について共同研究者と分担して国際会議で発表し、この物質とその特異な物性を広く知らせる。また、最近の研究動向について情報収集を行う。

	会議の状況：

200以上の口頭発表と1500ものポスター発表があり、低温物理に関するあらゆる分野で議論がなされていた。また、いたるところにテーブルが用意され、盛んに個別の議論がなされていた。8日の夜にはromp sessionが開かれ、新系統の高温超電導物質である鉄ヒ素化合物について多くの口頭発表が行われた。

	成果概要：

我々が発見した超伝導体-YbAlB4は、重い電子系Yb化合物の中で初めて超伝導状態が確認された物質である。ポスター発表では、多くの方々に-YbAlB4を紹介し、拙い英語ながらも有意義な議論をすることができた。その中で、数名の研究者からCongratulationという言葉を頂き、本研究の意義と成果の大きさを再確認することができた。また、共同研究を行っているケンブリッジ大学のグループと、現状と今後の計画を話し合い、今後の研究のヒントを得ることができた。
重い電子系についての発表は、Ce化合物を扱っているものが依然として多く、その中でも超伝導に関する発表が多かった。それと比べ、Ce化合物と電子-ホールの関係にあるYb化合物は、Ce化合物の影に隠れている感が否めない。新超伝導体-YbAlB4の発表を機に、Yb化合物の研究がより盛んになることを期待している。


